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JENESYS 2．0 青少年バドミントン交流 

(対象国：ブルネイ) 
 

 

１．プログラム概要 

「JENESYS 2.0」の一環として、9 月 15 日から 9 月 23 日までの 8 泊 9 日（機内泊含む）の日程で、

ブルネイより、全国大会レベル以上の 14 歳から 18 歳のバドミントンプレーヤー、および引率者の計 25

名が来日しました。 

ブルネイにおいて、バドミントンは、国王を始めとする王族・各界要人から一般国民まで

幅広い層に人気があります。日本とブルネイが外交関係 30 周年を迎える本年、バトミントン

競技経験のある青少年を招へいし、日本の同競技経験のある青少年との合同練習・交流試合

等を行うことにより、スポーツを通じて二国間の相互理解・友好関係を深めます。 

 

２．参加国・人数 

ブルネイ 25 名  

  

３．訪問地 

東京都、新潟県、群馬県 

 

４．目的 

1）日本の高校生とのバドミントン合同練習・交流試合等を行うことにより、スポーツを通じた日本と各

国との間で相互理解・友好関係を深める。  

 

2）バドミントン関連企業や競技施設を訪問することにより、クールジャパンをキーワードに、日本ブラン

ドの強みや価値に対する理解を深め、帰国後、日本の「魅力」を発信させ、ブルネイにおける日本へ

の関心を高め、バドミントンを通じたネットワーク構築を強化する。また、参加者本人のみならず、友

人・知人等にも更なる訪日を促し、日本経済再生に向けての一助とする。  

 

3）日本人の一般家庭にホームステイし、日本人の生活や価値観への理解を深める。またホストファミ

リーとの日常空間や時間の共有により、国境を越え、また宗教・習慣を超えた人と人とのつながりを見

出し、相互の信頼関係を育む。 

 

4）日本文化の体験や観光名所等を訪問し、地方活性化に寄与する。 

 

5）プログラム終了時にはプログラムを通じて得た日本に関する知識・気づきをまとめ、訪日の成果と

帰国後の自発的な活動計画を策定する。また、報告会において外務省や在京大使館等関係者に対し、

それらを発表することで、今回のプログラムを個人な思い出にとどめず、プログラム参加者間の共有

経験・知識とし、今後日本と自国をつなぐ懸け橋になる自覚を養う。 
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５．日程 

 

9 月 16 日（火） 

成田国際空港より入国、来日オリエンテーション 

 

9 月 17 日（水） 

味の素ナショナルトレーニングセンター見学 

新潟県に移動 

 

9 月 18 日（木） 

アオーレ長岡・新潟県立歴史博物館見学、ヨネックス新潟生産本部工場見学 

 

9 月 19 日（金） 

小国和紙づくり体験、地元の高校生とバドミントン交流 

 

9 月 20 日（土） 

群馬県へ移動 

 

9 月 21 日（日） 

たくみの里訪問、ワークショップ 

 

9 月 22 日（月） 

東京へ移動、報告会、東京タワー、イオンモール成田視察 

 

9 月 23 日（火） 

成田国際空港より出国 
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６．写真 

６－１． 共通プログラム ： オリエンテーション 

  

9/16 オリエンテーション（東京都） 9/16 オリエンテーション（東京都） 

Orientation (Tokyo) Orientation (Tokyo) 

 

６－２． 都内プログラム  

  

9/17 最先端技術：味の素ナショナルトレーニン

グセンター（東京都） 

9/17 最先端技術：味の素ナショナルトレーニン

グセンター（東京都） 

Cutting-Edge Technology：AJINOMOTO National 

Training Center (Tokyo) 

Cutting-Edge Technology：AJINOMOTO National 

Training Center (Tokyo) 

  

9/22 商業施設視察：東京タワー（東京都） 9/22 商業施設視察：東京タワー（東京都） 

Commercial Facility：Tokyo Tower（Tokyo） Commercial Facility：Tokyo Tower（Tokyo） 
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６－３． 地方プログラム （新潟県）  

  

9/18 歴史・伝統文化：アオーレ長岡・新潟県立

歴史博物館（長岡市） 

9/18 歴史・伝統文化：アオーレ長岡・新潟県立

歴史博物館（長岡市） 

Historical and Traditional Culture： 

Ao-re Nagaoka, The Niigata Prefectural Museum 

of History (Nagaoka City) 

Historical and Traditional Culture： 

Ao-re Nagaoka, The Niigata Prefectural Museum 

of History (Nagaoka City) 

  

9/18 地域産業：ヨネックス新潟生産本部 

（長岡市） 

9/18 地域産業：ヨネックス新潟生産本部 

（長岡市） 

Regional Industry：YONEX Co., Ltd., Niigata 

Production Head Office (Nagaoka City) 

Regional Industry：YONEX Co., Ltd., Niigata 

Production Head Office (Nagaoka City)  

  

9/19 歴史・伝統文化：小国和紙作り（長岡市） 9/19 歴史・伝統文化：小国和紙作り（長岡市） 

Historical and Traditional Culture： 

OGUNI Washi Paper Making（Nagaoka City） 

Historical and Traditional Culture： 

OGUNI Washi Paper Making（Nagaoka City） 
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9/19 学校交流：長岡高等学校、長岡大手高等学

校、長岡工業高等学校、長岡商業高等学校、帝

京長岡高等学校、長岡工業高等専門学校とのバ

ドミントン交流（長岡市） 

9/19 学校交流：長岡高等学校、長岡大手高等学

校、長岡工業高等学校、長岡商業高等学校、帝京

長岡高等学校、長岡工業高等専門学校とのバドミ

ントン交流（長岡市） 

School Exchange：Exchange through Badminton 

with Nagaoka High School, Nagaoka Ote High 

School, Nagaoka Technical High School, 

Nagaoka Commercial High School, Teikyo 

Nagaoka High School, Nagaoka National College 

of Technology (Nagaoka City) 

School Exchange：Exchange through Badminton 

with Nagaoka High School, Nagaoka Ote High 

School, Nagaoka Technical High School, 

Nagaoka Commercial High School, Teikyo 

Nagaoka High School, Nagaoka National College 

of Technology (Nagaoka City) 

  

9/21 歴史・伝統文化：たくみの里（みなかみ町） 9/21 歴史・伝統文化：たくみの里（みなかみ町） 

Historical and Traditional Culture： 

Takumi-no-Sato（Minakami Town） 

Historical and Traditional Culture： 

Takumi-no-Sato（Minakami Town） 
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9/21 ワークショップ（みなかみ町） 9/21 ワークショップ（みなかみ町） 

Workshop（Minakami Town） Workshop（Minakami Town） 

 

６－４． 共通プログラム ： 報告会 

  

9/22 報告会（東京都） 9/22 報告会（東京都） 

Reporting Session（Tokyo） Reporting Session（Tokyo） 
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７． 参加者の感想（参加者の感想文の抜粋） 

◆今回の訪問を通じて、もっとも印象に残ったこと、また帰国後伝えていきたいこと 

 

・私は日本で出会った素晴らしい出来事を家族やブルネイの人々に伝えます。日本人がどのよう

な食事をし、年齢にかかわらず互いに尊重しあうかを。日本人は皆、親切で正直、人々とその社

会に対して互いに尊敬の念を忘れません。私達は日本の文化を学び、日本の生活様式がどのよう

なものか、またどのようであったかを知ることが出来ました。ヨネックス工場見学やバドミントン

の親善試合をする機会にも恵まれ、長岡市の学生と試合をしました。博物館では日本について学

習する機会もありとても幸せでした。いつかまた訪れてみたいです。私達に来日する機会を与え

てくれたことに心から感謝します。 

 

・私は、日本がどんなに先進国であるかということに感動しました。日本の技術は、私が訪問し

たどの国にも並ぶものがなく、また優れて役立つものであったからです。日本で受け入れてくれ

た皆様はとても礼儀正しく、親切な上、英語も話すことができたのでとても驚きました。また、ヨ

ネックスの工場を見学した時に、日本人はとても働き者だとも思いました。他のどこの国よりも日本の

技術が進歩したのはそのためだと思います。訪問した中でも私の一番のお気に入りは、日本の高

校生や大学生と行った親善試合です。とても楽しかったので、彼らと一緒に滞在し、生活や練習

を共にすることが出来たら良いと思いました。また、ショッピングモールも楽しかったです。と

ても広く、スポーツ関連商品が沢山ありました。私はブルネイに帰国したら、日本滞在中に学習

した全てのことを皆と共有したいと思います。私達は日本が大好きです。 

 

・到着までの機内では私はとても疲れていました。しかしこの美しい国に到着した後、私はもは

や全く疲れを感じていませんでした。美しい国を目の前に眠気は吹き飛び、同時に活力がわいて

きました。機内では、言葉は違ってもフライトアテンダントがとても親切で、長時間のフライト

にもかかわらず常に微笑みを絶やさずに対応してくれました。機内の食事も美味しかったです。

私は初めて温水洗浄便座のトイレを見ました。便座を温めたり、水勢の調節や止める機能も付い

ています。また、私は生まれて初めて日本の独創的建造物を見ました。それは長岡市役所です。

再利用された木材が使われており、市役所の方から、この場所にはかつて城が建っていたとお話

がありました。私達が訪問した場所はどこも素晴らしいところばかりでしたので、ここで感じた

ことを全て表現することはとてもできません。日本人はとても親切で、だからこそ私は日本が大

好きです。 

 

以上 


